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第２章 正規就業の実態と問題 

 
（１）就業の状況 （問 14） 

□正規就業は 30％台のまま 

女性の就業形態のうち正規就業の占める割合は「正社員」と「公務員・教師」を合わせ 34.5%であり、95
年より 3.8 ポイント増加した。しかし、10 年経ても 30%台でしかない。（14 頁参照） 

 
（２）年齢層別就業実態 （問 14） 

□「正社員」の比率は 20 代後半が 56.3％、30 代前半が 29.7％  

「正社員」（22.7%→25.9%）は、95 年より 3.2 ポイント増加した。年齢層別にみると 20 代後半では 56.3%
と過半数を占めているにもかかわらず、30 代前半で約 1/2 の 29.7％にまで落込む。これは結婚と第１子出産

のため、退職している場合が多いからである。（60 頁参照）。 
 

  

正規就業の年齢層別就業実態

47.5%

56.3%

29.7%

31.8%

20.0%

13.6%

19.5%

21.9%

4.5%

8.3%

15.0%

12.5%

10.8%

2.3%

7.3%

6.8%

15.9%

3.1%

4.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

20～24歳N=40

25～29歳N=48

30～34歳N=37

35～39歳N=44

40～44歳N=55

45～49歳N=59

50～54歳N=82

55～59歳N=59

60～64歳N=22

65～69歳N=24

正社員 公務員、教師
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（３）勤務先（就業地） （問 15） 

□正規就業は職住直近で働く 

「泉州地域」と「岸和田市内」に｢正社員｣の 70.7%、「公務員・教師」の 90.3%が通勤しており職住直近を

選んでいることがわかる。 
    勤務先 

  

0.0%

0.0%

43.9%

41.5%

26.8%

48.8% 2.4%

0.0%

7.3%

25.2%

0.0%

4.1%

0.0%

0.0%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員     
　N=１２３     

公務員・教師
N=４１       

自宅 岸和田市内 泉州地域 大阪市内 ２ヵ所以上 その他 無回答

 
（４）職種 （問 16） 

□「公務員・教師」の８割以上が「専門・技術」 、管理的仕事が 95 年の 0.0％～2.4％に 

「公務員・教師」の 80.5%、「正社員」の 35.0%が「専門・技術」に携わっている。これは、それぞれ 95
年より 10 ポイント以上の伸びである。その内容の記述では、看護師、保育士、教諭、介護士、栄養士、歯科

衛生士、医療事務などの、福祉・教育・医療分野が多い。「管理」に携わっている女性は、「正社員」（0.0％
→0.8％）、「公務員・教師」（0.0％→2.4％）と僅かであるが増加している。 
       職種 

    

39.8%

14.6%

35.0%

80.5%

6.5%

0.8%

2.4% 2.4%

12.2%

0.0%

0.0%

3.3%

0.0%

0.0%

0.0%

1.6%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員
N=１２３

公務員・教師
N=４１

事務 専門 管理 販売 サービス 技能・生産・労務 農・林・漁業 その他
 

95 年職種 

23.0

46.9

64.9

22.0 11.0

0.0

0.0

1.4

6.2

2.7

8.1

1.4

0.0

0.0

0.5

2.7

5.3

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公務員・教師
N=74

フルタイム
N=209

事務 専門 管理
販売 サービス 技能・生産・労務
農・林・漁業 その他 無回答  
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（５）事業所の規模 （問 17） 

□正社員は「300 人以上」が最多 

 「正社員」は「300 人以上」が最多で 24.4%、次に「30～99 人」が 22.0%「10~29 人」が 16.3%である。

「公務員・教師」は「30~99 人」が 41.5%と多く、次に「300 人以上」の 17.1%である。 
 

事業所の規模 

2.4%

11.4% 16.3%

14.6%

22.0%

41.5%

15.4%

9.8%

7.3%

7.3%

24.4%

17.1% 4.9%

3.3%

2.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員　N=１２３

公務員・教師　N=４１

１～４人 ５～９人 １０～２９人 ３０～９９人 １００～１９９人

２００～２９９人 ３００人以上 無回答
 

 
（６）１週間の平均勤務日数 （問 18） 

□「公務員・教師」の８割以上、「正社員」の７割が週５日勤務  

週５日勤務は「公務員・教師」は（63.5%→87.8%）と 1.4 倍、「正社員」は（56.5%→71.5%）と 1.3 倍の

伸びで、週休 2 日制が定着してきている。 
 

１週間の平均勤務日数 

       

71.5%

87.8%

22.8%

7.3%

2.4%

0.0% 0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.4%

0.0%

0.8%

0.0%

2.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員　N=１２３

公務員・教師　N=４１

１日以下 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

95 年１週間の平均勤務日数 

       

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0 63.5

56.5

31.1

32.1

2.4 2.9

2.7

6.2

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公務員・教師
N=74

フルタイム
N=209

1日以下 2日 3日 4日 5日 6日 7日 無回答
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（７）１日の仕事時間数 （問 19） 

□「正社員」の７割以上、「公務員・教師」の 8 割以上が 1 日 8 時間以上 

１日の仕事時間数は「８時間以上」が最も多く「正社員」は、（53.6%→73.2%）と 1.4 倍で「公務員・教

師」は(67.6%→82.9%)と 1.2 倍であり、95 年より増加している。 
 

１日の仕事時間数 

  

22.0%

9.8%

73.2%

82.9%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.4%

0.8%

2.4%

1.6%

0.0%

2.4%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員　N=１２３

公務員・教師　N=４１

２時間まで ３時間 ４時間 ５時間 ６時間 ７時間 ８時間以上 無回答

 
（８）勤続年数 （問 20） 
□「公務員・教師」の 4 割が 10 年以上 

「公務員・教師」では「10 年以上」が(59.4%→41.4%)と 95 年に比べ 18 ポイント減少しているが、「正社

員」では（28.7%→35.8%）と 7.1 ポイント増加している。しかし、依然として「公務員・教師」の方が「正

社員」より平均勤続年数は長い。 
 

勤続年数 

  

13.0%

9.8%

19.5%

19.5%

13.0%

17.1%

8.1%

9.8%

23.6%

14.6%

12.2%

26.8%

8.9%

2.4%

0.0%

1.6%

0% 25% 50% 75% 100%

正社員　N=１２３

公務員・教師　N=４１

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～７年未満
７～１０年未満 １０～２０年未満 ２０年以上 無回答

 
95 年１日の就業時間                          95 年勤続年数 

23.0

35.9

67.6

53.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

1.4

2.4

5.4

2.4

2.7

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

    公務員・教師
    N=74

    フルタイム
    N=209

2時間 3時間 4時間 5時間

6時間 7時間 8時間以上 無回答

 

12.4

8.1

18.7

9.5

12.9

10.8

11.5

9.5

9.6

29.7

18.2

29.7

10.5

0.0

6.2

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満 1～3年 3～5年 5～7年
7～10年 10～20年 20年以上 無回答
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（９）年収 （問 21） 

□｢正社員｣の年収は「300 万円未満」が過半数 

昨年の年収をみると、「正社員」では「300 万円未満」（55.5％→50.3％）と、｢500 万円超」（5.7％→3.3％）

が減少し「300 万円超～500 万円未満」（29.2％→35.0％）が増加している。「公務員・教師」では「300 万円

未満」（6.8％→17.1％）、「300 万円超～500 万円未満」（31.1％→36.6％）が増加し、「500 万円超」（56.8％
→41.5％）で 15.3 ポイント減少している。 
 

 
就業形態別年収 

2.4%

4.9%

45.5%

12.2%

35.0%

36.6%

10.6%

41.5%

0.0%

2.4% 3.3%

4.9%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員　N=１２３

公務員・教師　N=４１

１０３万円以下 １０３～１３０万円以下

１３０～３００万円以下 ３００～５００万円以下

５００万円超 昨年は働いていなかったので収入はない

自分名義の収入は無い 無回答

 
 

95 年年収 

10.0 43.1

31.1

29.2

56.8

0.0

2.4

1.4 5.4

5.7

1.4

5.7

0.0

0.0

4.1

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公務員・教師
N=74

フルタイム
N=209

100万円未満 100～150万円未満

150～300万円未満 300～500万円未満

500万円以上 昨年は働いていなかったので収入はない

自分名義の収入はない 無回答
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（１０）昇進 （問 22） 

□「正社員」の昇進希望理由は「収入の増加」が 62.7％  

「ぜひ昇進したい」「どちらかというと昇進したい」を合わせると「正社員」は 48.0%、「公務員・教師」

は 26.8％である。その理由は「正社員」では「収入増加」62.7％、「公務員・教師」では「能力発揮」45.5％
が最も多い。「昇進したくない」「どちらかというと昇進したくない」を合わせると「正社員」は 45.5％、「公

務員・教師」61.0％である。その理由は「責任があり仕事が大変になる」が最も多く、「正社員」で 41.1%、

「公務員・教師」で 44.0%である。  
   

昇進の希望               

22.0%

12.2%

26.0%

14.6%

30.1%

29.3%

15.4%

31.7%

4.9%

0.8%

7.3%

4.1%

1.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員N=123

公務員・教師N=41

ぜひ昇進したい どちらかというと昇進したい
自営業、内職などで昇進と関係ない どちらかというと昇進したくない
昇進したくない その他
無回答

 

 

 

昇進を希望する理由

27.1%

62.7%

8.5%

1.7%

45.5%

18.2% 18.2% 18.2%

0.0%

0.0%
0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

能
力

を
十

分
発

揮
し

た
い

収
入

が
増

加
す

る

政
策

・企
画

な
ど

の
意

思
 決

定
に

参
加

し
た

い

そ
の

他

無
回

答

正社員N=59 公務員・教師N=11

 

昇進を希望しない理由

41.1%
39.3%

10.7%
8.9%

44.0%

16.0%

12.0%

28.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

責
任

が
あ

り
、
仕

事
が

 た
い

へ
ん

に
な

る
か

ら

家
庭

と
の

両
立

が
難

し
く
な

る
か

ら
人

間
関

係
が

難
し

く
な

る
か

ら

そ
の

他

正社員N=56 公務員・教師N=25
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（１１）職場での悩み （問 23） 

□「正社員」の職場での悩み・不満は「収入の少ない」が 4 割以上 

「正社員」の職場での悩みや不満は、第１に「収入の少ない」を挙げ、「有給休暇がとりにくい」「労働時

間が長い」と続く。「その他」具体的には「人員が少なく休暇が取れない」「産休後の自分のポジションが心

配」「パワーハラスメントがある」等がみられた。「公務員・教師」は、「仕事がきつい・作業環境が悪い」が

最も多く、「労働時間が長い」「有給休暇がとりにくい」がほぼ同率である。 
 

職場での悩み 

  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

正社員　N=１２３ 43.9% 21.1% 6.5% 19.5% 13.8% 9.8% 8.9% 5.7% 4.1% 25.2% 10.6% 1.6% 0.0% 17.1% 13.0%

公務員・教師　N=４１ 24.4% 34.1% 0.0% 36.6% 19.5% 19.5% 0.0% 2.4% 4.9% 31.7% 4.9% 4.9% 0.0% 17.1% 7.3%

収入
が少な

い

労働
時間

が長い

不況・
倒産・
解雇

仕事
がきつ
い・作

サービ
ス残業
がある

職場
の人
間関

昇進
が遅い
又は

自分
の能

力を生

仕事・
職種
が自

有給
休暇
がとり

産休
や育
児休

女性
が働き
続ける

セクハ
ラを見
たり受

その他
特に不
満はな

い

 
 
 
 

□「管理」の 8 割は「労働時間が長い」が悩み 

 管理的仕事の悩みは、「労働時間が長い」が 80.0%、次いで「不況・倒産・解雇の不安」40.0%、「仕事がき

つい」「有給休暇がとりにくい」「収入が少ない」が 20.0%である。 
 

管理的仕事の職場での悩み 

   

N=5 M.T.=180%

80.0%

40.0%

20.0%

20.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

労働時間が長い

不況・倒産・解雇の不安がある

収入が少ない

有給休暇がとりにくい

仕事がきつい・作業環境が悪い

 
 

正 社 員  M.T.＝200.8% 

公務員･教師 M.T.＝207.3% 
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（１２）職場以外での悩み （問 24） 

□職場以外での悩み・心配は「自分の健康」が４～6 割、「老後の不安」も記述で多い 

仕事を続けるにあたって職場以外での悩みや不安については、「自分の健康」（「正社員」41.5%、「公務員・

教師」58.5%）や「家事の負担」（「正社員」19.5%、「公務員・教師」31.7%）、｢自由時間が持てない｣（「正

社員」29.3%、「公務員・教師」22.0%）が多く挙げられている。「その他」の具体的な悩みの記述では「老後

の生活」が最も多く、「夫の失業・転勤など」「子どもと接する時間など」「自己啓発時間がない」などが見ら

れた。 
   職場以外での悩み 

  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

正社員　N=１２３ 29.3% 12.2% 10.6% 19.5% 13.0% 41.5% 1.6% 4.1% 8.9% 22.8% 4.1%

公務員・教師　N=４１ 22.0% 7.3% 22.0% 31.7% 19.5% 58.5% 2.4% 0.0% 7.3% 14.6% 2.4%

自由
時間

がもて

育児
の負
担

高齢
者や
病人

家事
の負
担

子ども
の教
育や

自分
の健
康

配偶
者の
転勤

保育
所や
学童

その
他

特にな
い

無回
答

 

公務員･教師 M.T.＝185.4% 

正 社 員  M.T.＝167.5% 


